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議長・副議長紹介

新議長・新副議長に
� 聞きました

議長　稲葉　義仁

副議長　笠井　政明

まずは議員一人ひとりが町のみなさんの
意見をくみとり、議会ではそれを提言と
してとりまとめ、町に対してしっかりと
示していくこと。そのために住民と議
会、議員間、そして議会と町のそれぞれ
の局面でのコミュニケーションというも
のをこれまで以上に強く意識し取り組ん
でいきたいと思います。

これからどのような活動を目指しますか

これからどのような活動を目指しますか

議会の活動内容を様々な形で町のみなさ
んへお知らせし、お互いの距離を縮めて
いくとともに、町政に対する興味・関心
を少しずつでももっていただき、結果と
して「議員がなにをやっているかよくわ
からない」という声をなくしていけるよ
う、取り組んでいきたいと思います。

議長選挙結果 稲葉義仁９票　内山愼一２票　山田直志１票

副議長選挙結果 笠井政明９票　須佐　衛３票
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常任委員会の紹介

総務経済常任委員会

引き続き、コロナ禍で疲弊した産業
を見つめ声を聴き、より効果的な政
策が行われるよう委員会として提言
します。様々な立場の皆さんと意見
交換を楽しみにしています。ぜひ声
をかけてください。

これからどのような活動を目指しますか

文教厚生常任委員会

小中一貫教育をはじめ、教育関係全
般に関するアンケートを実施し、保
護者からの意見を集約。課題を明ら
かにして現状の中で改善できる事を
調査研究し、当局に働きかけていく
予定です。

これからどのような活動を目指しますか

５月20日の臨時会において常任委員会の委員を選出しま
した。これから２年間よろしくお願いいたします。

委　員　長　須
す

佐
さ

　　衛
まもる

副委員長　内
うち

山
やま

　愼
しん

一
いち

委　　員　西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

委　　員　藤
ふじ

井
い

　葊
ひろ

明
あき

委　　員　鈴
すず

木
き

　　勉
つとむ

委　　員　山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

委　員　長　栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

副委員長　楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

委　　員　笠
かさ

井
い

　政
まさ

明
あき

委　　員　稲
いな

葉
ば

　義
よし

仁
ひと

委　　員　村
むら

木
き

　　脩
おさむ

委　　員　定
さだ

居
い

　利
とし

子
こ
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そ の 他 委 員 会

※監査委員は、町の事務を質疑・審査できる立場であることから、以下のような慣例がある。
　• 常任委員会以外の委員に所属しないこと
　• 一般質問をなるべく控えること

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

藤
井
葊
明

鈴
木　

勉

定
居
利
子

山
田
直
志

総務経済常任委員会 ☆ ◎ 〇 ☆ ☆ ☆

文教厚生常任委員会 〇 ☆ ☆ ◎ ☆ ☆

議会運営委員会 ☆ ☆ 〇 ☆ ◎

議会広報編集委員会 ◎ ☆ 〇 ☆ ☆ ☆

監査委員 ☆

稲取財産区管理会 ☆ ☆ ☆

東河環境センター議会 ☆ ☆ ☆

伊豆斎場組合議会 ☆ ☆

一部事務組合下田メディカルセンター議会 ☆ ☆

駿東伊豆消防組合議会 ☆ ☆

東伊豆町国民健康保険運営協議会 ☆ ☆ ☆ ☆

東伊豆町都市計画審議会 ☆ ☆

東伊豆町空家等対策協議会 ☆

東伊豆町社会福祉協議会 ☆

伊豆横断道路建設促進期成同盟会 ☆ ☆

伊豆縦貫自動車道建設促進期成同盟会 ☆

河津下田道路及びアクセス道路建設
期成同盟会 ☆

伊豆縦貫自動車道「天城峠道路」及び
アクセス道路網建設促進期成同盟会 ☆

東伊豆町町民安全連絡会議 ☆

提案型まちづくり補助金審査委員会 ☆ ☆

その他委員会

議 員 名

組 織 名

◎委員長　○副委員長　☆委員
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定 例 会

　　　６ 月
定例会

一 般 会 計 補 正 予 算 他 を 可 決
　令和３年第２回定例会は６月８日、９日の２日間の日程で開
かれ、補正予算を含む計８件が提出され、審議の結果すべて原
案どおり可決しました。一般質問は１人60分以内とし、７人
の議員が登壇しました。（６ページ参照）

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

藤
井
葊
明

鈴
木　

勉

定
居
利
子

山
田
直
志

浄化槽法施行条例の一部改正 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の取得（消防ポンプ車購入） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

一般会計補正予算（第２号） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水道事業会計補正予算（第 1 号） 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度繰越明許費繰越計算書報告 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教育委員会委員の任命 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人権擁護委員候補者の推薦 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ワーキングスペースの
EAST DOCK

　県財源による市町経由の間接補助金。 
16件の宿泊業者から活用の希望があり、県
からの交付決定が下り次第、再度広報し、申
請を受付ける。

老朽化が進む給食センター空調設備

　老朽化が進んでいる給食センター
の空調設備を学校施設環境改善交付
金を使用し更新を行う。

給食センター空調設備更新工事
1,630万円

1Pickup

６月定例会の議案と各議員の 賛 否

観光地ワーケーション受入補助金
3,000万円

2Pickup

議 員 名

議 案 名

◦賛成　×反対※議長は採決に加わらない
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一 般 質 問

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

Ｑ

Ａ
新教育長の方針は
従来どおり小中一貫教育の検討を進める

楠
山
　
節
雄
　
議
員

　
■
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

　
■
ゴ
ミ
の
有
料
化
に
つ
い
て

栗
原
　
京
子
　
議
員

　
■
幼
児
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
■
避
難
所
に
つ
い
て

笠
井
　
政
明
　
議
員

　
■
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

　
■
通
学
路
の
安
全
確
認
に
つ
い
て

山
田
　
直
志
　
議
員

　
■
介
護
問
題
に
つ
い
て

　
■
行
財
政
の
見
直
し
に
つ
い
て

内
山
　
愼
一
　
議
員

　
■
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

須
佐
　
　
衛
　
議
員

　
■
当
町
の
教
育
の
方
向
性
に
つ
い
て

　
■
変
化
に
対
応
し
た
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
■
当
町
の
景
観
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

西
塚
　
孝
男
　
議
員

　
■
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

　
■
大
雨
に
よ
る
雨
水
対
策
に
つ
い
て

６ 月 定 例 会
一 般 質 問

ワクチン接種の本格化や新教育長の就任等を受け、
ワクチン接種に関すること、幼小中の教育体制に関
する質問等を行いました。

一般質問
議員が町の行財政全般にわたって執行機関
に疑問点をただし、所信の表明を求めるこ
と。

そのほかの

質 問

ゴ
ミ
の
有
料
化
の
取
り
組
み
は

Ｑ
令
和
４
年
度
実
施
を
目
指
す

Ａ
小中一貫教育の実施により利用方法が

問われる校舎

　
　
小
中
一
貫
教
育
で
の
行

財
政
上
の
効
果
は
。

　
　
年
間
で
１
７
０
０
万
円

削
減
の
試
算
を
し
て
い
る
。

　
　
周
辺
市
町
で
は
統
合
が

主
流
だ
が
、
そ
の
考
え
は
全

く
な
い
の
か
。

　
　
今
後
小
中
一
貫
教
育
の

説
明
会
を
６
月
か
ら
開
催
す

る
の
で
、
町
民
の
意
見
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
総
合

的
に
判
断
し
て
い
く
。

　
　
小
中
一
貫
教
育
あ
る
い

は
統
合
の
方
向
性
を
決
め
る

の
に
時
間
を
要
し
て
い
て
ス

ピ
ー
ド
感
が
な
い
と
の
声
が

聞
こ
え
る
が
。

　
　
決
定
に
至
る
ま
で
に
は

様
々
な
課
題
解
決
等
、
ス

テ
ッ
プ
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
早
期
に
方
向
性

を
決
定
し
て
い
く
。

ＱＱＡ Ａ

ＱＡ



7 令和３年７月号 No.304 ひがしいず議会だより

ここが聞きたいここが聞きたい

栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

議員

ペットの災害対策もお忘れなく

Ｑ

Ａ
避難所の混乱回避に向け事前準備を
自主防災会と連携し、検討していく

笠
かさ

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

現在、ほぼ運動部しか選択できない

Ｑ

Ａ
文化系部活動設立の検討は
各学校への提案は可能と考える

そのほかの

質 問

安
全
な
通
学
路
確
保
の
検
討
は

Ｑ
小
中
一
貫
教
育
の
制
度
設
計
と

あ
わ
せ
検
討

Ａ

　
　
避
難
所
開
設
や
初
期
運

営
の
た
め
の
業
務
を
、
簡
単

に
で
き
る
よ
う
開
発
さ
れ
た

「
避
難
所
開
設
キ
ッ
ト
」を
、

各
避
難
所
に
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
自
主
防
災
会
と
連
携
し

検
討
し
て
い
く
。

　
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

妊
産
婦
な
ど
配
慮
が
必
要
な

人
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
は

何
箇
所
あ
る
か
。

　
　
介
護
事
業
所
８
箇
所
と

旅
館
組
合
に
加
盟
し
て
い
る

ホ
テ
ル
旅
館
だ
が
、
高
齢
者

の
受
け
入
れ
が
主
な
た
め
、

今
後
協
議
し
て
い
く
。

　
　
国
は
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

を
推
奨
し
て
い
る
が
、
町
内

の
指
定
避
難
所
は
ペ
ッ
ト
の

受
け
入
れ
は
可
能
か
。

　
　
可
能
だ
が
ペ
ッ
ト
は
屋

外
で
の
対
応
と
な
る
。

　
　
ケ
ー
ジ
の
用
意
や
ペ
ッ

ト
フ
ー
ド
の
備
蓄
な
ど
、
ペ

ッ
ト
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

飼
い
主
さ
ん
に
周
知
す
る
必

要
が
あ
る
。
チ
ラ
シ
を
狂
犬

病
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
配

布
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
良
い
提
案
だ
と
考
え

る
。
や
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
町
の
避
難
訓
練
で
の
、

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
訓
練
を

自
主
防
災
会
に
投
げ
か
け
て

み
て
は
ど
う
か
。

　
　
大
変
重
要
と
考
え
る
。

訓
練
の
実
施
を
計
画
し
て
い

く
。

ＱＡ ＱＡ

ＱＡＱＡ ＱＡ

　
　
中
学
校
に
お
け
る
部
活

動
の
現
状
は
。

　
　
稲
取
中
学
校
で
８
つ
、

熱
川
中
学
校
は
６
つ
の
部
活

動
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。
熱

川
中
学
校
で
は
本
年
度
よ
り

男
子
卓
球
部
の
新
入
部
員
の

募
集
を
取
り
や
め
、
稲
取
中

学
校
で
は
令
和
６
年
度
に
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

新
入
部
員
の
募
集
を
取
り
や

め
る
。

　
　
部
活
動
の
数
が
減
少
し

て
い
る
が
、
今
後
当
町
で
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

　
　
学
校
長
の
指
導
の
下
、

生
徒
数
と
教
員
等
の
状
況
を

踏
ま
え
設
置
数
を
検
討
す
る

こ
と
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
部
活
動
の
参
加
自
由
化

に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
か
。

　
　
現
在
、
原
則
全
員
加
入

と
な
っ
て
い
る
。
学
校
外
の

ク
ラ
ブ
等
に
所
属
し
て
い
る

生
徒
に
関
し
て
は
、
学
校
と

の
相
談
に
よ
っ
て
参
加
方
法

な
ど
を
決
め
て
い
る
。
今
後

も
そ
の
方
針
を
継
続
し
て
い

く
。

　
　
熱
川
中
学
校
は
運
動
部

の
み
し
か
選
択
肢
が
な
い

が
、
文
科
系
の
部
活
動
を
設

置
す
る
こ
と
の
検
討
は
。

　
　
各
学
校
へ
の
提
案
は
可

能
で
あ
る
が
、
最
終
判
断
は

各
学
校
長
の
判
断
に
な
る
。

ＱＱ Ａ

ＡＡ Ｑ Ａ Ｑ
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一 般 質 問

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

各種生活支援事業の比較

進むワクチン接種

内
うち

山
やま

　愼
しん

一
いち

議員

Ｑ

Ａ
65歳未満のワクチン接種は
高齢者が終了次第開始する

Ｑ

Ａ
介護施設、施策、担い手が少ない
介護のサービスは他の町と比べ遜色ない

ど
う
確
保
す
る
か
、
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
介
護
保
険
の
基
金
は
２

億
２
千
万
円
も
あ
る
。
こ
の

基
金
を
使
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　
他
の
町
と
比
べ
て
サ
ー

ビ
ス
に
遜
色
は
な
い
と
考
え

る
が
、
基
金
の
活
用
に
つ
い

て
は
担
当
課
が
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
話
し
合
い
、
よ
い

案
が
で
き
れ
ば
実
行
し
て
い

き
た
い
。

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
相
談
数
お
よ
び
、
相

談
の
解
決
数
は
。

　
　
４
月
ひ
と
月
で
２
３
１

件
の
相
談
を
受
け
た
。
介
護

保
険
・
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か

ら
の
相
談
や
権
利
擁
護
に
つ

い
て
な
ど
に
加
え
、
安
否
確

認
へ
の
対
応
等
も
行
っ
て
い

る
。

　
　
町
内
の
介
護
施
設
は
少

な
す
ぎ
る
。
保
険
料
上
昇
を

抑
え
る
た
め
介
護
施
設
整
備

を
抑
制
す
る
と
い
う
方
針

は
、
見
直
し
が
必
要
で
は
。

　
　
時
代
と
共
に
変
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　
介
護
の
担
い
手
も
不
足

し
て
お
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
事
態
に
直

面
し
て
い
る
の
で
は
。

　
　
町
と
し
て
も
担
い
手
を

Ａ

ＱＡ

ＱＱ ＡＡ Ｑ

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗

状
況
は
。
ま
た
今
後
接
種
を

予
定
さ
れ
て
い
る
65
歳
未
満

の
方
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
65
歳
以
上
は
７
月
末
ま

で
に
２
回
接
種
完
了
の
予

定
。
65
歳
未
満
の
方
の
接
種

に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
終

了
次
第
進
め
て
い
く
。
対
象

者
は
５
９
４
０
人
で
、
ま
ず

は
現
行
の
集
団
接
種
の
体
制

で
対
応
し
て
い
く
予
定
。

　
　
感
染
防
止
対
策
と
し

て
、
観
光
従
事
者
や
学
校
関

係
者
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に

関
わ
る
役
場
職
員
を
優
先
接

種
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
当

日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
分
を
そ
の

人
達
に
配
分
す
る
考
え
は
。

　
　
観
光
従
事
者
は
、
商
工

会
、
観
光
協
会
か
ら
接
種
の

協
力
要
請
も
あ
り
、
ま
た
学

校
関
係
者
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
い
。
役
場
職
員
に
つ
い

て
は
前
向
き
に
考
え
た
い
。

キ
ャ
ン
セ
ル
分
は
廃
棄
処
分

の
な
い
よ
う
接
種
を
進
め
て

い
き
た
い
。

ＱＡ

ＱＡ



9 令和３年７月号 No.304 ひがしいず議会だより

ここが聞きたいここが聞きたい

須
す

佐
さ

　　衛
まもる

議員

小中一貫教育説明会が始まった

Ｑ

Ａ
少子化が進む町の教育の方向性は
様々な意見を踏まえ小中一貫校へ導きたい

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

住所地外でも接種できます

Ｑ

Ａ
住所地外接種の告知は
旅館組合等に周知をお願いしていきたい

　
　
小
学
校
は
各
地
区
一
校

の
方
向
で
理
解
で
き
る
が
、

中
学
は
統
合
し
て
稲
取
高
校

と
の
連
携
を
す
す
め
た
方
が

よ
い
の
で
は
。

　
　
中
高
一
貫
制
は
難
し
い

と
考
え
る
。

　
　
県
の
第
三
次
長
期
計
画

で
は
、
中
山
間
地
域
等
に
お

い
て
連
携
型
中
高
一
貫
教
育

を
推
進
す
る
考
え
も
あ
る
よ

う
だ
が
。

　
　
松
崎
高
校
の
よ
う
な
事

例
も
あ
る
の
で
研
究
し
て
い

き
た
い
。

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
子
ど

も
の
対
応
は
。

　
　
慣
れ
る
の
が
早
く
問
題

な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
　
中
学
校
の
修
学
旅
行
の

日
程
を
３
泊
に
し
、
被
爆
地

広
島
に
訪
問
す
る
こ
と
を
検

討
で
き
な
い
か
。
財
源
を
ふ

る
さ
と
納
税
に
求
め
ら
れ
る

と
思
う
が
。

　
　
生
徒
の
健
康
管
理
上
難

し
い
と
考
え
る
が
、
保
護
者

の
要
望
が
多
け
れ
ば
検
討
し

た
い
。

　
　
幼
保
一
体
型
の
こ
ど
も

園
の
導
入
は
検
討
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　
町
は
考
え
て
い
な
い

が
、
稲
取
保
育
園
は
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
を
検
討
し

て
い
る
よ
う
だ
。

Ａ

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱ

そのほかの

質 問

旧
大
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
撤

去
は

Ｑ
相
手
側
に
文
書
を
発
送
し
た
が

無
回
答
だ
っ
た

Ａ

そのほかの

質 問

大
雨
に
よ
る
雨
水
対
策
が
必
要

だ
と
思
う
が

Ｑ
各
地
区
か
ら
の
要
望
を
優
先
し

な
が
ら
考
え
た
い

Ａ

　
　
諸
事
情
に
よ
り
住
民
登

録
を
し
て
い
な
い
人
が
い
る

と
思
う
が
、
そ
の
人
達
に
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い

る
か
。

　
　
諸
事
情
に
よ
り
登
録
住

所
地
で
の
接
種
が
で
き
な
い

場
合
は
、
住
所
地
外
接
種
と

い
う
対
応
方
法
が
あ
る
。

　
　
外
国
人
の
接
種
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
　
住
民
登
録
を
し
て
い
れ

ば
接
種
は
可
能
で
あ
る
。

　
　
住
所
地
外
接
種
が
可
能

な
こ
と
、
外
国
人
で
も
住
民

登
録
を
し
て
い
れ
ば
接
種
が

可
能
な
こ
と
に
つ
い
て
、
対

象
者
お
よ
び
、
そ
の
方
た
ち

が
勤
務
す
る
ホ
テ
ル
・
旅
館

等
に
告
知
は
し
て
い
る
の

か
。

　
　
東
伊
豆
町
観
光
協
会
や

各
地
区
の
旅
館
組
合
等
に
周

知
を
お
願
い
し
て
い
き
た

い
。

Ａ

ＱＡＱＡ

Ｑ
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教 育 環 境

平
成
27
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
30
年

東
伊
豆
町
学
校
教
育

　
　
　

環
境
整
備
委
員
会

中
間
答
申

最
終
答
申

大
川
幼
小
・
熱
川
幼
小

　
　
　

統
合
準
備
委
員
会

大
川
地
区
説
明
会
（
計
６
回
）

熱
川
・
大
川
地
区
説
明
会

東
伊
豆
町
総
合
教
育
会
議

熱
川
・
大
川
地
区
説
明
会

東
伊
豆
町
総
合
教
育
会
議

地
域
住
民
説
明
会(

計
３
回)

大
川
幼
小　

閉
園
／
閉
校
式

熱
川
幼
小　

入
園
／
入
学
式

４回開催 ３回開催 ６回開催
（
大
川
・
熱
川

　

幼
小
統
合
決
定
）

（
中
学
校
の
み
統
合
／

各
地
区
小
中
一
貫
の
併
記
）

（
小
中
一
貫
校
の
方
針
決
定
）

“ 子 供 た ち に よ り 良 い 教 育 環 境 を ”

文教厚生常任委員会では、教育環境についての
意見交換を実施していきます。
下記までお気軽にお問い合わせください。

東伊豆町議会事務局
TEL　　0557−95−6307
MAIL　gikai@town.higashiizu.lg.jp

Ｑ
大
川
小
の
跡
地
利
活
用
は
？

Ａ
大
川
区
の
要
望
を
最
優
先
に
検

討
す
る

Ｑ
小
中
一
貫
校
で
は
部
活
の
問
題

が
解
決
さ
れ
な
い

Ａ
検
討
し
て
い
く

Ｑ
出
生
数
減
少
に
鑑
み
、
町
に
ひ
と

つ
の
小
中
一
貫
校
を
検
討
し
て
は

Ａ
教
員
数
の
減
員
や
ク
ラ
ス
生
徒

数
な
ど
、
課
題
が
多
い

２月

３月４月 ４月

４月

10月

７月 ７月

７月９月 ８月

のあり方については、議会でも重要課題としてとらえ、一般質問で多
る学校の統廃合の経緯を時系列に表し、議会での質問と答弁をとりま
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“ 子 供 た ち に よ り 良 い 教 育 環 境 を ”

令
和
２
年

平
成
31
年

令
和
３
年

11月 ５月

６月

小
中
一
貫
教
育
研
究
会

研
究
報
告
・
ま
と
め
提
出

学
校
教
育
環
境
整
備 

　

委
員
会(

幼
稚
園)

最
終
答
申
（
予
定
）

住
民
説
明
会

11回開催
（
小
中
一
貫
校
の

�

研
究
開
始
）

（
小
中
一
貫
校
の
目
指
す

方
向
の
規
定
）

（
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

説
明
会
等
未
実
施
）

Ｑ
幼
稚
園
の
あ
り
方
と
給
食
の
提

供
は

Ａ
稲
取
・
熱
川
の
両
園
を
統
合
し
た

タ
イ
ミ
ン
グ
を
想
定
し
て
い
る

Ｑ
幼
小
中
の
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
は

Ａ
10
年
後
を
見
据
え
て
行
っ
て
い

く
Ｑ
説
明
会
開
催
に
あ
た
り
、
具
体

案
が
な
け
れ
ば
わ
か
り
に
く
い

Ａ
報
告
書
を
踏
ま
え
、
具
体
案
を

用
意
し
臨
み
た
い

Ｑ
児
童
数
が
急
速
に
減
少
す
る
小

中
一
貫
校
設
置
の
根
拠
は

Ａ
各
地
区
の
特
色
を
活
か
す
、
地

域
に
ね
ざ
し
た
学
校
を
設
置

Ｑ
大
川
小
統
合
後
の
児
童
の
様
子

は
Ａ
ス
ム
ー
ズ
に
ス
タ
ー
ト
し
、
大

き
な
問
題
は
な
い

Ｑ
生
徒
数
の
減
少
が
見
え
て
い
る

の
に
小
中
一
貫
を
進
め
る
の
か

Ａ
少
人
数
の
経
験
は
あ
る
の
で
そ

の
こ
と
自
体
に
問
題
は
な
い

Ｑ
現
在
の
稲
取
・
熱
川
の
学
校
間

交
流
も
早
急
に
検
討
す
べ
き

Ａ
こ
れ
ま
で
の
事
例
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
と
あ
わ
せ
検
討
し
た
い

Ｑ
旧
大
川
小
の
利
活
用
は
？

Ａ
複
合
施
設
と
大
川
公
民
館
と
し

て
活
用
す
る
方
向

Ｑ
出
生
数
が
５
年
で
半
分
以
下
に
な
っ

た
の
に
地
区
毎
の
統
合
で
い
い
の
か

Ａ
研
究
会
の
ま
と
め
を
い
た
だ
い

て
検
討
す
る

11月 ９月
（
回
覧
で
の
資
料
配
布
）

東伊豆町の児童・生徒数の減少による教育環境の整備や学校・幼稚園
くの議員が繰り返し取りあげてきました。ここでは、東伊豆町におけ
とめました。
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Vol.6

大
おお

川
かわ

　夏
なつ

生
き

さん

　今回は、熱川バナナワニ園でメインとなるバナナの
管理を任されている入社２年目の大川夏生さんを取材
しました。

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

令
和
３
年
７
月
20
日
発
行

【
発　

行
】

【
責
任
者
】

【
住　

所
】

東
伊
豆
町
議
会

議
長　

稲
葉
義
仁

〒
４
１
３
︱

０
４
１
１

【
編
集
】　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】 

０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

議会広報編集委員会
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

笠
井
政
明

栗
原
京
子

稲
葉
義
仁

西
塚
孝
男

藤
井
廣
明

山
田
直
志

編集後記
　
５
月
で
任
期
の
半
分

を
終
え
、
各
常
任
委
員

会
や
そ
の
他
議
員
選
出

の
委
員
会
な
ど
が
変
更

に
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で

の
２
年
の
う
ち
昨
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
関
係
も
あ
り
思
う
よ

う
に
委
員
会
活
動
が
出
来
な

か
っ
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
進
み
、
先
行
き
が
見
え
始

め
た
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ

に
よ
り
常
任
委
員
会
の
活
動

も
活
発
に
行
っ
て
い
く
と
思

っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
の

議
会
広
報
よ
り
新
体
制
で
の

委
員
長
に
な
っ
た
。
新
し
い

委
員
の
新
し
い
目
線
で
の
編

集
に
期
待
し
な
が
ら
、
今
後

も
町
民
の
皆
様
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
広
報
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。（
笠
井
）

大川さんの育てたバナナも入ったパインボート

︱
大
川
さ
ん
は
、
ど
ち
ら
の

出
身
で
す
か

　
横
浜
市
で
も
山
の
方
に
位

置
す
る
泉
区
で
す
。

︱
植
物
に
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
は

　
祖
父
が
盆
栽
を
趣
味
に
し

て
お
り
、
水
や
り
や
植
え
替

え
を
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
と

家
の
裏
が
す
ぐ
山
と
い
う
環

境
で
育
っ
た
こ
と
か
ら
植
物

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

︱
大
学
も
植
物
関
係
で
す
か

　
高
校
で
は
、
科
学
部
で
し

た
が
、
大
学
で
は
改
め
て
森

林
資
源
学
科
で
、
微
生
物
な

ど
も
研
究
し
ま
し
た
。特
に
、

固
有
種
が
豊
富
な
小
笠
原
諸

島
で
の
実
習
に
す
ご
く
影
響

さ
れ
ま
し
た
。

︱
バ
ナ
ナ
ワ
ニ
園
に
は
、「
直

電
就
職
」
だ
っ
た
と
か

　
植
物
に
関
わ
り
た
く
て
、

職
員
募
集
を
し
て
い
る
か
ど

う
か
も
調
べ
ず
に
直
接
園
に

電
話
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
話

を
聞
い
て
も
ら
い
、
採
用
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
笠
原
諸
島
の
経
験
が
大

き
か
っ
た
か
な
。

︱
現
在
、
バ
ナ
ナ
の
管
理
を

任
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が

　
も
っ
と
地
味
な
植
物
か
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最

初
か
ら
メ
イ
ン
の
バ
ナ
ナ
と

聞
き
驚
き
ま
し
た
。

　
２
年
目
に
な
り
去
年
よ
り

葉
の
管
理
な
ど
も
う
ま
く
で

︱
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
は

　
絶
滅
危
惧
種
な
ど
貴
重
な

植
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
管
理
に
関
わ
り
花

を
咲
か
せ
た
い
。
植
物
園
の

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
や
り
た
い

で
す
。
こ
こ
に
あ
る
植
物
の

魅
力
を
お
客
さ
ん
に
も
っ
と

伝
え
た
い
で
す
。

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
作

業
し
て
い
る
と
お
客
さ
ん
か

ら
よ
く
声
を
か
け
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
バ
ナ
ナ
の

収
穫
期
で
す
。
収
穫
し
た
バ

ナ
ナ
は
パ
ー
ラ
ー
で
食
べ
ら

れ
ま
す
。

美
味
し
い
情
報

　
大
川
さ
ん
が
育
て
た
バ
ナ

ナ
は
、
園
の
パ
ー
ラ
ー
で
食

べ
ら
れ
ま
す
。土
日
以
外
は
、

パ
ー
ラ
ー
だ
け
の
利
用
も
Ｏ

Ｋ
だ
そ
う
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
熱
川
バ
ナ
ナ

ワ
ニ
園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。


